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それも学部によって半日 からせいぜい 2. 3 日 ， 短期
とさえいえぬ程度の授業放棄が意志表示きれたに過ぎ





いずれにしても， 今日 では本学教養部だけが， 全国た
だ一つ， 稀な存在として， 無期限のままの「スト」 状
態を続けている。






















学生部長 酒 井 康 彦








学の性格， 機構をも含めて， 社会の動向への批判， 抗































い要求を掲げて， 授業を放棄し． 「団交」 を叫んで学長
室へ乱入し， 喚声をあげて大学の業務を妨害すること





























総数1897） して授業を放棄して以来， 既に 1カ月以
上の時間が過ぎた。
この間， 私たちは， 予定していた期末試験の実施











































諸君も承知している通り， 諸君が 「スト」 に入っ



















を47年10月 1 日付で専門課程へ移行する」 考えは，





























全 学 学 費 値 上 げ阻止共闘








日 時 10月23日午後 1 時より
場 所 教養部 4 番教室
議 題 全学大衆国交に関して



















全 学 値 上 げ匝止 共 闘
教養ストライキ実行委員会
公開質問状









3 . 5. 19評議会において， 学則改正を決定した際， 学
生にすぐにはしらせない事が評議会において確認さ
れていたと聞くが， その事実はあるか。
4 . 現在も尚， 学費 斗争が 多数の学友によって斗かわ
れ． まだ拡大する様子のある中で． 我々の要求する
全学団交に対し， どうし寸見解をもっているのか。
5 . 我々は， 再度全学団交を要求する。
以上の点につき， 昭和47 年11月15日午後1 時ょに
教養部 4 番教 室で評議会の回答を要求します。
昭和47年11月17日




11月11日付け評議会宛質問状に対して， 協議の結果 向 日時に関しての変更は出来るだけ早急に連絡さ
下記のとおり回答する。 れたし。


















思うに， ストライキが 1日 長ぴけば卒業もl臼のび
ることは自明の理であるが， 従来の経験に徴するかぎ





の知〈二者協開催を要求する。 - - -
記 昭和47年11月13日
日 時 10月26日午後1時より 二者協教官側委員代表殿
場 所 経済学部会議室 同学生側委員
議 題 団交に関して ニ者協開催申し込み
その他 二者協委員岩淵， 岡山崎， 両教官と二者協学生委員







日 時 11月15日（水） 午後 1時
場 所 経済学部会議室
議 題 学生自治会が要求している団交に関して
前回の回答に示した通り， 教授会としては， 過去幾 カリキュラムに関して
多の具体的経験をふまえ， 団交には応じないことにな その他
っている。 尚， オブザーパー参加についてはオブザーパーの発
団交に関連する現情況下の二者協についても， 関係 言を認めない。 かつ議事進行中混乱が生じた場合， 中











日 時 11月13日（月） 午後 1 時より
場 所 経済学部 2番教室
























討議を重ねてきた。 しかるに貴教授会は何らの前進的 と」 とあるが， 授業日程の件は， 事前に二者協に諮っ












2 . 上記の事項を明らかにした上， 早急に二者協を開
催することを要求する。




















場 所 経済学部 3階会議室




































































































47年11月 8 日 教養部自治会




















































4. 46年度入学生の47年10月 1 日付専門課程移行の件
（回答）その考えはない。
5 . 11月15 日追加分に対して
（回答）以上で我々の見解は尽くされているので＼
あらためて説明集会を聞く意志はない。
以上
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